
■恩方中学校区 C-2 【地域のありたい姿と必要なこと】

意欲の
ある人を
集める

第２回 八王子市のみんなの未来を考えるワークショップ

ありたい姿
恩方観光地プロジェクト～みんなが主役！たのしくすごせる恩方

すぐできる

時間がかかる

地域主体 行政主体

観光客向けのイベントをやるだけではなく、住民も楽しめ、交流が生まれる地域をめざしたい。地域の雇用が生まれて
持続可能な活動にしなければ、子どもたちが外へ出て行ってしまう。観光客や担い手として外から入ってきた人を定住
につなげて地域活性化を図りたい。

住民の知識・
特技を活用した
ワークショップ

イベント

株式会社
をつくる

運営団体をつ
くる(株式)

想い

拠点づくり

集まれる場
企業誘致
(○のやリ
ゾート)など

…

地域ハイヤー
いつでも呼べ
て移動できる

イベント開催

・グランピング
・古民家宿泊体験
・農業体験
・ホタル観賞
・釣り

活発な施設を助成
「つり堀」

「夕やけこやけの里」
ワーケーション

行政(市)
・リーダーが必要
・「地域活性化
リーダー育成講座」

財政支援
空き家整備

空き家の
管理を
請け負う

古民家買い上げ
保護

道路整備
トンネルを掘る

○○学校を
ホテルに改修

ジビエのため
の準備・解体
施設を作る

学校の連携
高校-中学-小学

体験学習

人材育成
(発掘)

学校間の
仲を深める

おいしい
ものを
提供する

空き家の
保護、貸

与

定住に
つなげる
支援

他地域の
観光資源
への道を
つなげる

野獣の駆
除と活用

温泉を
掘る

地域経営
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行政主導の
誘致

第２回 八王子市のみんなの未来を考えるワークショップ

防災施設

オンガタホテル

・みんなで合宿
・一緒に泊まれる
宿

テーマ

異なる目的をもった
人々が、それぞれの
目的を達成でき
集まる人同士の

つながりが生まれる

次世代につな
がっていく

取組
(地産地消)

持続可能な
活動

地域の雇用

イベント

活性化
定住促進

かっこいい
田舎

上恩方の
活性化

おじいさん、
おばあさん

・医療・介護付き
ショートステイで
ゆっくり
・子どもと遊びたい

地域の子ども

・週末学童クラブ
・(家族で泊って
もOK)

ノマドワーカー
外国人観光客

・自然の中で仕事
・地元の人と交流
・自然体験
・古民家泊

今あるもの
施設・環境を
活用していく

地域と
外部の人との
(住民以外)

交流

滞在型
交流施設

地域住民の
ためのサロン
参加する世代
は問わない

地域住民の
活用

・働き手
・提案

民間企業
外部の

視点・資金力

PR(広告)
の方法(活用)

ボランティア
による支援

企業
外部からの

参入

場所の活用を
考える組織

既存の人達の
連携

企業との
連携

人
ソフト

コーディネー
ターが必要

実行する為の
人・予算
行政の支援

対象を
限定しない
みんなが
参加できる

多世代交流
学校を
活用する

空いてる土地
(農地)の活用

ホタル観賞
自然を
活かした
イベント

イベントの
活用

集客
~定住へ

営利目的でも
OK

・山菜
・芋掘り

農業体験
個人の活動を
集約する

学校施設
→ホテル

古民家
→1棟貸ホテル

連動

客室

食堂 地産地消

遊び場 山・川
畑
クラフト

ワーケーション
介護付

住民と観光客との交流拠点

地域の
拠点・施設

既在設備施設
の活用

空家等の
活用

交流拠点

【自然を生かす】

・上恩方地区には素晴らしい自然
がある
・各季節毎イベントを開催する事
で、地域内外のコミュニケー
ションが可能となる

【居場所作り】

高齢者から子供まで集まれる場所、
機会がない(少ない)

コーディネーター(組織)が少ない
空き家の活用

活動の担い手


